
伊万里っ子キッズスポーツフェスティバル（３月 21 日：国見台陸上競技場）

予算特集号平成22 年度

つく

輝く伊万里を創る『３つの元気』

人が元気！

産業が元気！

地域が元気！
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※平成 18 年度、22 年度は６月補正後

193.7

（単位 : 億円）

一般会計予算額の年度別推移

繰入金
5 億 1050 万円

分担金及び
負担金
4 億 4659 万円

使用料及び
手数料
3 億 3162 万円

諸収入ほか
5 億 6680 万円

歳　入

●市　税……………

●繰入金……………

●分担金・負担金…

●使用料・手数料…

●諸収入……………

●地方交付税………

●市　債……………

●国庫支出金………

●県支出金…………

●地方譲与税………

個人と法人の市民税、固定資産税、

たばこ税などです

基金や特別会計からの繰入金です

災害復旧事業の負担金、保育園の入所

負担金などです

施設の使用料、戸籍や住民票の謄・抄

本の手数料などです

雑入などです

国が徴収した税金から、地方公共団体

が等しく事務を進められるよう一定の

基準で交付されるものです

市が行う事業の財源として、国や金融

機関などから借り入れる借入金です

国からの負担金や補助金です

県からの負担金や補助金です

国税から譲与されるものです

市税
62 億 8216 万円

教育費
21 億 3677 万円

土木費
17 億 6696 万円

公債費
23 億 3431 万円

衛生費
22 億 3403 万円

商工費
3 億 9999 万円

農林水産業費
7 億 5091 万円

その他
3 億 4538 万円

歳出総額
　  209 億

2792 万円

歳　出

消防費
7 億 4666 万円

●民生費…………社会福祉や児童福祉、生活保護など市民

の安定した生活を保障する経費です

●総務費…………企画、男女協働、国際交流など、主に総

務部門に要する経費です

●公債費…………借入金の返済に要する経費です

●衛生費…………保健衛生、ごみの収集・処理などに要す

る経費です

●教育費…………小・中学校の学校教育をはじめ、社会教

育や保健体育など教育全般の経費です

●土木費…………道路、河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です

●農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費です

●消防費…………火災など災害に対応するための経費です

●商工費…………商工業や観光の振興に要する経費です

●議会費…………議会運営に要する経費です

●その他…………労働費、諸支出金、災害復旧費などです

　
今
年
度
は
市
長
改
選
の
年
に
当
た
り
、
当
初
予

算
は
義
務
的
経
費
や
経
常
的
経
費
な
ど
を
中
心
に

し
た
言
わ
ば
骨
格
予
算
で
し
た
。
今
回
の
補
正
予

算
で
投
資
的
経
費
や
政
策
的
経
費
な
ど
を
追
加

し
、
予
算
の
肉
付
け
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
22
年
度
６
月
補
正
後
の
伊
万
里
市
一
般
会

計
予
算
は
、
総
額
で
２
０
９
億
２
７
９
２
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設

な
ど
に
伴
い
予
算
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
も

の
で
、
平
成
21
年
度
の
同
期
（
６
月
補
正
後
）
と

比
較
す
る
と
２
・
１
㌫
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
事
業
の
重
要
性
、

緊
急
度
を
考
慮
し
、
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
運

用
を
図
り
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

209 億 2792 万円
平成 22 年度
６月補正後予算総額

一
般
会
計

議会費
2 億 4778 万円

地方交付税
46 億 5772 万円

地方譲与税ほか
10 億 4392 万円

民生費
70 億 7458 万円

総務費
28 億 9055 万円

依存財源
127 億
9025 万円
 （61.1％）

市債
22 億 2230 万円

国庫支出金
29 億 8381 万円

県支出金
18 億 8250 万円

自主財源
81 億
3767 万円
 （38.9％）

198.7
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工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う

会
計
で
す

■
病
院
事
業
特
別
会
計

市
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、
診
療
報

酬
な
ど
を
財
源
に
事
業
運
営
や

施
設
整
備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す

　
市
が
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際

に
、
そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
、

国
や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
市
債
の
現
在
高
は
、
表

３
の
と
お
り
で
す
。

連
合
へ
納
付
す
る
会
計
で
す

　
市
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
も

経
営
成
績
を
明
確
に
す
る
た
め
、

『
地
方
公
営
企
業
法
』
の
適
用
を
受

け
る
も
の
と
し
て
、
次
の
３
つ
の

企
業
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
の
予
算
額
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ

の
来
訪
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
目
的
で
設
置
し
て
い
る
市

営
駐
車
場
を
管
理
・
運
営
す
る

た
め
の
会
計
で
す

■
老
人
保
健
特
別
会
計

75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
、
70
歳

以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

を
対
象
に
医
療
給
付
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
の

適
用
を
受
け
る
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
と
65
歳
以
上
で
一
定
の

障
害
が
あ
る
人
か
ら
保
険
料
を

徴
収
し
、
徴
収
し
た
保
険
料
を

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
市
で
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
特

定
の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に

充
て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て

『
特
別
会
計
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
は
、
表
１
の
と
お

り
８
つ
の
特
別
会
計
を
設
け
て
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
特
別

会
計
の
予
算
総
額
は
、
１
６
１
億

１
０
１
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
国
庫
支
出

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

※平成 22 年 5 月 31 日現在の金額です

※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、

佐賀県、市中金融機関などです

表１ 特別会計予算額

表２ 企業会計予算額

表３ 市債現在高

給
付
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給

を
目
的
と
し
た
、
宅
地
開
発
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
、
下
水
道
整
備
や
処
理
場

の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
排
水
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

特
別
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

特 別 会 計 名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 71 億 5,326 万円

介 護 保 険 50 億 9,846 万円

立 花 台 地 開 発 事 業 2 億 1,846 万円

公 共 下 水 道 事 業 22 億 4,598 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1 億 5,836 万円

市 営 駐 車 場 1,272 万円

老 人 保 健 177 万円

後 期 高 齢 者 医 療 12 億 2,115 万円

区 分 水道事業
工 業 用
水道事業

病院事業

収
益
的
収
支

収 

入
13億3,972万円 10億8,562万円 11億8,875万円

支 

出
13億3,972万円 10億8,562万円 11億8,875万円

資
本
的
収
支

収 

入
6億4,011万円 2億1,258万円 9,273万円

支 

出
21億8,069万円 4億    766万円 1億1,446万円

会計区分 現在高

 一般会計 209 億 5,494 万円

特
別
会
計

 公共下水道事業 144 億 2,981 万円

 農業集落排水事業 13 億 5,807 万円

計 367 億 4,282 万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

水道事業 50 億 3,770 万円

工業用水道事業 157 億 1,486 万円

病院事業 2 億 3,990 万円

計 209 億 9,246 万円
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私
は
、
美
し
い
自
然
に
抱
か
れ
、
素
晴
ら
し
い

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
ふ
る
さ
と
伊
万
里
を
真
に
豊

か
で
自
立
し
た
地
域
社
会
へ
と
さ
ら
に
高
め
て
い

く
た
め
、ま
ず
は
、市
政
運
営
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

今
日
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
築
き
あ
げ
て
き
た
信

頼
関
係
の
も
と
、『
和
の
心
』
を
も
っ
て
、
市
民
福

祉
の
さ
ら
な
る
向
上
と
地
域
の
発
展
に
全
力
を
傾

注
し
て
い
き
ま
す
。

　
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
一
昨
年
来
の
世
界
的
な

金
融
危
機
の
中
で
取
り
組
ま
れ
た
積
極
的
な
景
気

対
策
に
よ
り
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
ユ
ー
ロ
圏

に
お
け
る
財
政
金
融
問
題
の
影
響
な
ど
、
依
然
と
し

て
先
行
き
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
政
に
お
け
る
政
権
交
代
に
伴
い
、
制

度
な
ど
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
子
育
て
や
雇
用
な
ど
国
民
の
生
活
支
援
に

予
算
が
重
点
配
分
さ
れ
る
一
方
、
公
共
事
業
が
抑

制
さ
れ
、
社
会
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
方

に
お
い
て
は
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
と
地
方
の
関
係
に
お
い
て
も
、
地
域
主
権
の

考
え
の
も
と
で
、
従
来
の
補
助
金
制
度
か
ら
地
方

に
裁
量
を
与
え
る
一
括
交
付
金
へ
と
転
換
さ
れ
る

方
向
に
あ
る
な
ど
、
住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
地
方
自
治
体
の
役
割
は
一
層
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響

や
景
気
の
後
退
に
伴
う
自
主
財
源
の
大
幅
な
落
ち

込
み
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

  

は
じ
め
に

  

市
政
を
取
り
巻
く
情
勢

　私は、先の市長選挙におきまして、市民の皆さ

んの温かいご支持により３期目の市政運営につい

て負託をいただきましたことは、この上なく光栄に

思いますとともに、今回の選挙に際し、市内各地

において多くの皆さんのまちづくりに対するさまざ

まな想いに触れ、市長としての使命と責任の重さ

を改めて痛感し、まさに身の引き締まる思いです。

平成 22 年
第２回定例会 所信表明

議場で所信表明を行う塚部市長

人が元気！
　産業が元気！
　　地域が元気！なまちづくり

　平成 22 年第２回定例会（６月議会）で、塚部

市長が平成 22 年度の市政運営についての所信表

明を行いました。ここでは、その一部を紹介します。

市
民
福
祉
の
向
上
と

　
　
地
域
の
発
展
に
全
力
投
球
し
ま
す

伊万里市長 塚 部 芳 和
Yoshikazu Tsukabe
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こ
の
た
め
、
私
は
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
強
い
変
革
の
意
志
を
も
っ
て
市
政
運
営
に

取
り
組
み
、
着
実
な
行
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
財
政

の
健
全
化
を
図
り
、
自
立
し
た
自
治
体
経
営
の
確
立

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
市
民
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
機

敏
に
対
応
し
た
政
策
の
展
開
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
満
足
度
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
将
来
の
姿
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政

運
営
を
市
政
運
営
の
基
本
と
し
、
職
員
の
政
策
形
成

能
力
の
さ
ら
な
る
向
上
と
政
策
官
庁
と
し
て
の
機
能

の
強
化
に
努
め
、
人
が
元
気
、
産
業
が
元
気
、
そ

し
て
地
域
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
以
上
が
、
私
の
市
政
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
で
す
が
、
今
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た

事
業
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
政

運
営
に
お
い
て
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
の
実

施
計
画
に
位
置
付
け
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
市
政
の
主
要
施
策
な
ど

に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
『
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
』
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

  

主
要
な
施
策

  
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

第５次伊万里市総合計画
５つのまちづくりの目標

地域が
元気に
なる！

産業が
元気に
なる！

人が
元気に
なる！

さらなる伊万里の元気をめざして

安心で健やかな暮らしづくり        Ｐ６〜７

創造的で心豊かなひとづくり       Ｐ８〜９

活気あふれる産業づくり        Ｐ１０〜１２

安全で快適な地域づくり        Ｐ１３〜１４

自立と協働のまちづくり                Ｐ１５

　
県
西
部
保
健
医
療
圏
に
お
け

る
中
核
的
役
割
を
担
う
新
統
合

病
院
に
つ
い
て
は
、
本
体
建
設

に
着
工
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

23
年
12
月
の
開
院
を
め
ざ
し
、

有
田
町
と
と
も
に
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　
西
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
昨
年
末
に
唐
津
道

路
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
か
ら
、

唐
津
伊
万
里
道
路
の
事
業
の
促

進
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ
の
働

き
か
け
を
さ
ら
に
強
化
し
、
福

岡
都
市
圏
と
の
時
間
距
離
の
短

縮
に
よ
り
、
本
市
産
業
の
活
性

化
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
七
ツ
島
地
区
に
お
い
て
、
大

型
コ
ン
テ
ナ
船
舶
へ
の
対
応
と

し
て
水
深
13
メ
ー
ト
ル
岸
壁
の

整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
昨
年

は
念
願
の
臨
港
道
路
七
ツ
島
線

に
つ
い
て
も
事
業
化
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
伊
万
里
港
全
体
の
さ

ら
な
る
物
流
機
能
の
向
上
を
め

ざ
し
、
事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

▼
伊
万
里
有
田
地
区
統
合
病
院

▼
伊
万
里
港
水
深
13
㍍
岸
壁

▼
西
九
州
自
動
車
道

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

今
後
の
伊
万
里
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る

　
県
西
部
地
区
４
市
５
町
で
整

備
を
進
め
て
い
る
広
域
ご
み
処

理
施
設
に
つ
い
て
は
、
大
気
質

や
水
質
な
ど
に
関
す
る
環
境
影

響
評
価
を
実
施
す
る
ほ
か
、
造

成
工
事
の
用
地
測
量
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
浦
ノ
崎
地
区
に
お
け
る
埋
立

免
許
失
効
地
に
つ
い
て
は
、
長

年
の
懸
案
で
し
た
が
、
国
を
は

じ
め
県
や
関
係
者
と
の
協
議
に

よ
り
、
よ
う
や
く
解
決
へ
の
糸

口
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
ま
ず
は
土
砂
の
法
的

整
理
に
よ
る
土
地
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
井
手
口
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
の
完
成
に
向
け
順

調
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
上
水
道
の
第
９
次

拡
張
事
業
と
し
て
引
き
続
き
浄

水
施
設
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、

関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
ダ
ム
周
辺
の
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
３
月
の
提
案
理
由
説
明
よ
り

▼
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設

▼
浦
ノ
崎
失
効
地

（
川
南
造
船
所
跡
地
）対
策

▼
井
手
口
川
ダ
ム




